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研究成果の概要（和文）：認知症があり日常生活を自立して行うことが難しい方に対して，リハビリテーション
の練習中になるべく失敗経験をさせない配慮に加えて，動作が上手く行えた場合には賞賛を提示するなどの行動
練習プランを作成し，練習を実施した．その結果，服を着ることやトイレなどの日常生活動作の介助量が減少し
た．このことより，練習中の失敗体験を減らすことや，動作が上手く行えた場合には賞賛を提示するような取り
組みが，認知症を有する方のリハビリテーションでは有効であることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Patients with dementia who are not able to lead a self-reliant life went 
through a rehabilitation program which uses a behavioral practice plan that gives rewards when they 
do well while giving a consideration to avoid failure experiences. 
As a result, the amount of assistance for such daily activities as wearing clothes and going to a 
toilet decreased. 
This shows that an approach to avoid failure and providing rewards when they do well is effective 
for patients with dementia undergoing rehabilitation.

研究分野：作業療法
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から，認知症を発症した方に対するリハビリテーションをはじめとする行動練習の方法として，試
行錯誤や失敗体験を少なくし，動作や行動が適切に遂行された場合には賞賛するという方法に一定の効果がある
ことが明らかとなった．このことにより，認知症を発症した方への行動練習を実施する際に参考とすることがで
きる．
またこれらの知見を実際に臨床で活用していく可能性を模索するために，実際にリハビリテーション専門職に対
して研修会を開催して意見をいただいた．認知症を発症した方に対する治療手法の探求も重要であるが，それを
活かすことができるチームマネジメントの重要性についても考えていく必要がある. 



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

超高齢社会を迎えた我が国において，認知症を発症した患者のリハビリテーション（以

下，リハ）は重要である．従来，認知症を発症した患者の行動障害に対するリハでは，反

復練習を主体とした介入が実施されてきたが，近年，社会的報酬や課題の難易度を計画的

に調整することにより行動学習が促進されることが明らかになってきており，認知症患者

のリハへの応用が期待されている．しかしながら認知症患者のリハの効果に関する検証は

十分には実施されているとは言えず，社会的報酬や課題難易度が認知症患者の行動学習に

及ぼす影響についてはいまだ明らかになっていない． 

 

２．研究の目的 

本研究では，認知症を発症した患者に対する社会的報酬および課題難易度を最適化した

行動練習の効果を明らかにし，生活自立度の改善を正確に予測する予後予測法を確立する

とともに，得られた知見を臨床現場の個別サービスとして適用するための支援プログラム

を構築する． 

 

３．研究の方法 

（１）認知症患者に対する社会的報酬と課題難易度を最適化した行動練習の効果 

対象者は全て，認知症に加えて運動麻痺や高次脳機能障害などの多様な障害を合併して

おり，日常生活では自力で行動を遂行することが困難な状況であった．それらの対象者に

対し，試行錯誤や失敗経験を減少させるのと同時に適応的な行動が出現した直後に賞賛を

提示するなど，プロンプト(=適切な行動を出現させるために使用する外的な援助)を統制し

た行動練習プランを策定し，練習を実施した．プロンプトは 5 段階で採点した(指示なし，

口頭指示，モデリング，タッピング，身体的ガイド)．  

 

（２）行動練習プロトコルを継続的に実施した症例に対して適用できる予後予測法の開発 

認知症を発症した患者の認知機能，行動の自立度などの予後を予測するために，2 つの

グループを対象に，対数モデルと線形モデルの差に関する縦断的研究を実施した．  

第 1グループでは，認知機能，行動の自立と障害における時系列的変化を特定するため

に，Mini-Mental State Examination(以下，MMSE)，機能的自立度評価表(以下，FIM)，

Dementia Behavior Disturbance Scale(以下，DBDS)の評価を，初回評価(1回目評価)，

その後 3ヵ月(2回目評価)，6ヵ月(3回目評価)で評価を実施した． 第 2グループでは，認

知機能，行動の自立や障害の個々の変化の予測が正確であったことを確認するため，それ

ぞれ初回評価(1回目評価)，その後 3ヵ月(2回目評価)，9ヵ月(3回目評価)，12ヵ月(4回

目評価)で評価を実施した．  

 

（３）実際の臨床への効果的な活用・導入方法の検討 

先の研究で得られた知見について，臨床現場において有効に汎化させるための方法につ

いて検討した． これらの知見を臨床で活用するためにはリハ専門職種の関わりが重要であ

るため，まずはじめに，リハ専門職種である作業療法士の多職種間連携についての調査を

実施した．またリハ専門職種である作業療法士がリハチーム内でどのようにリーダーシッ

プを発揮しているかについても検討を行った．さらに，これまでに得た知見を今後臨床現



場で活用していく可能性を模索するために，実際に認知症を発症した対象者のリハに従事

しているリハ専門職(作業療法士・理学療法士等)を対象とした研修会を開催し，参加者の

方々より意見をいただいた． 

 

４．研究成果 

（１）行動練習のターゲットとした着衣，トイレ動作，移乗の全ての行動において，プロ

ンプト量が指数関数に近似して減少したことが明らかとなった．これらの結果より，練習

中の試行錯誤や失敗経験を減少させ，適応的な行動が出現した直後に賞賛を提示するなど，

本研究で用いた社会的報酬(賞賛)と課題難易度の最適化を行った行動練習が，認知症を有

する対象者に対して有効であったことが示唆された． 

 

（２）対数モデルでは，MMSE，FIM，DBDSの得点および個々の認知症患者の認知機能，

行動の自立や障害の程度から，その後の得点の増加，維持，悪化を正確に予測することが

できた．このことから対数モデルは，認知症を呈する患者の認知機能，行動の自立度や障

害の変化に関する予後予測への有用性が示唆された．  

 

（３）多職種間連携教育にはスペシャリスト(専門的)としての教育のみならず，早期から

ジェネラリスト(総合的)の視点を持った教育を行うことの重要性や，作業療法士はリーダ

ーシップを発揮するための教育が未だ不足している現状が浮かび上がった．  

研修会の参加者の意見からは，特に新しいことを導入する際の障壁としては，リハ専門

職種の業務内容や専門性が他職種によく知られていないことや，臨床現場で使用されてい

る共通の言語が少ない(それぞれの専門職おいて評価・治療目的などで使用されている言葉

の意味がわからない)ことで，チーム内での情報共有や意思統一が難しいという現状があっ

た．これらのことから，認知症のリハについては新たな治療手法の探求も重要であるが，

今後はそれを活かしていくチームマネジメントを考慮した包括的な取り組んで行くことが

大切であると考えられる． 
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